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2023労働学校
　８月10日㈭　10：00～
　８月11日㈮　11：30
2023男女平等・労働安全衛生集会
　８月11日㈮　13：30～16：30
　会場はいずれも福島市・福島グリーンパレス

　

自
治
労
福
島
県
本
部
は
、
７
月
20
日
福
島
市
「
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
第
１
０
６
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
県
内
各
単
組

か
ら
中
央
委
員
95
名
（
う
ち
女
性
18
名
）
が
出
席
し
た
。

　

今
次
中
央
委
員
会
で
は
『
２
０
２
３
春
闘
総
括
（
案
）』
や
『
当
面
の
闘
争
方
針
（
案
）』
の
ほ
か
、『「
第
14
次
県
本
部
組
織
強
化
基
本
計
画
総
括
」

（
案
）
と
「
第
15
次
県
本
部
組
織
強
化
基
本
計
画
」（
討
議
案
）』、『
県
本
部
財
政
２
カ
年
計
画
（
討
議
案
）』
と
い
っ
た
討
議
案
に
つ
い
て
も
提
案
さ

れ
た
。
５
名
の
中
央
委
員
か
ら
補
強
意
見
を
含
む
発
言
が
あ
り
、
執
行
部
答
弁
の
後
、
全
議
案
に
つ
い
て
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

課
題
の
克
服
と
前
進
に
向
け
全
力

第106回
中央委員会

　

中
央
委
員
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
澤
村
英
行
中
央
執
行

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
①
人

員
確
保
、
②
賃
金
闘
争
、
③

政
治
闘
争
、
④
団
体
生
命
共

済
の
加
入
推
進
の
４
点
に
触

れ
、
各
単
組
に
お
け
る
取
り

組
み
の
強
化
と
県
本
部
へ
の

結
集
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
連
合

福
島
・
澤
田
精
一
会
長
、
特

別
執
行
委
員
を
代
表
し
、
東

北
労
働
金
庫
福
島
県
本
部
・

今
野
泰
本
部
長
か
ら
あ
い
さ

つ
を
頂
い
た
。

経
過
報
告

　

経
過
報
告
で
は
、
２
０
２

３
年
６
月
１
日
現
在
の
組
合

員
数
が
１
６
８
３
６
人
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
時
期

と
の
比
較
で
組
合
員
数
が
１

６
８
人
減
少
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
賃
金
・

労
働
条
件
の
取
り
組
み
で

は
、
主
に
本
部
や
県
本
部
の

春
闘
期
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
が
、
直
近
で

は
１
か
月
に
満
た
な
い
短
期

間
で
取
り
組
ん
だ
２
０
２
３

人
勧
期
署
名
に
つ
い
て
触

れ
、
極
め
て
短
期
間
で
は

あ
っ
た
が
、
組
合
員
数
を
上

回
る
１
７
０
１
７
筆
を
集
約

２
０
２
３
春
闘
総
括（
案
）

　

自
治
労
本
部
の
集
計
で

は
、
要
求
書
を
提
出
し
た
の

は
１
６
４
４
自
治
体
単
組
中

67
・
４
％
、
交
渉
し
た
の
は

45
・
８
％
、
書
面
協
定
を
締

結
し
た
の
は
15
・
５
％
で
、

３
割
以
上
の
単
組
で
春
闘
に

取
り
組
ん
で
い
な
い
現
状
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

県
本
部
の
春
闘
総
括
は
、

各
単
組
か
ら
提
出
さ
れ
た
調

査
票
を
も
と
に
行
う
が
、
調

査
票
の
簡
素
化
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
よ
り
調
査
票
の
回
収

率
が
向
上
し
、
オ
ル
グ
の
聴

取
結
果
の
反
映
も
含
め
れ
ば

77
単
組
中
72
単
組
か
ら
回
答

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
結

果
、
要
求
書
の
提
出
単
組
は

58
単
組
75
・
３
％
、
交
渉
を

実
施
し
た
の
は
38
単
組
49
・

４
％
、
書
面
協
定
締
結
が
15

単
組
19
・
５
％
と
い
ず
れ
も

本
部
が
集
計
し
た
全
国
の
数

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
統
一
自
体

選
挙
の
年
に
あ
た
る
が
、
４

月
の
喜
多
方
市
議
選
、
南
会

津
町
議
選
、
５
月
の
国
見
町

議
選
、
７
月
の
福
島
市
議
選

で
、２
名
の
組
織
内
候
補
、６

名
の
協
力
候
補
が
当
選
を
果

た
す
一
方
で
、福
島
市
議
選
で

は
協
力
候
補
１
名
が
惜
敗
し

た
と
の
結
果
も
報
告
さ
れ
た
。

値
（
率
）
を
上
回
り
、
県
内

の
多
く
の
単
組
が
し
っ
か
り

春
闘
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
14
次
組
強
計
画
総
括
（
案
）・

第
15
次
組
強
計
画
（
討
議
案
）

　

２
０
１
９
～
２
０
２
３
年

は
コ
ロ
ナ
禍
が
運
動
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
２
０
２
３
～

２
０
２
７
年
は
単
組
・
県
本

部
各
々
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を

目
標
に
掲
げ
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
ス
テ
ッ
プ
を
上
げ
て
い
く

こ
と
を
め
ざ
す
。

財
政
２
カ
年
計
画（
討
議
案
）

　

２
０
２
３
年
８
月
か
ら
２

０
２
５
年
７
月
ま
で
の
財
政

２
カ
年
計
画
は
、
本
部
の

「
第
６
次
組
強
計
画
」
に
お

い
て
組
合
費
水
準
を
現
行
ど

お
り
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
本

部
組
合
費
に
つ
い
て
も
現
行

ど
お
り
と
す
る
。

福
島
市
職
労

井
上
和
弥
中
央
委
員

　

役
職
定
年
者
の
組
織
化
に

つ
い
て
、
先
に
開
催
さ
れ
た

本
部
中
央
委
員
会
の
当
面
の

闘
争
方
針
に
よ
る
と
２
０
２

２
年
度
第
５
回
県
代
会
議

で
、
組
織
化
方
針
等
が
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
県
本

部
か
ら
の
提
起
は
な
い
。
ま

た
、
当
面
の
闘
争
方
針
に
は

「
各
県
本
部
に
お
い
て
は
、

単
組
に
対
し
て
取
り
組
み
方

針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し

つ
つ
、
課
題
や
対
応
事
例
を

共
有
し
、
組
織
化
に
む
け
た

単
組
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
県

本
部
か
ら
単
組
に
対
し
、
早

急
な
指
導
、
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

　

退
職
金
課
税
軽
減
措
置
に

つ
い
て
、
新
し
い
資
本
主
義

実
現
会
議
で
提
言
さ
れ
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
の
退
職
手
当

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
部
を

通
じ
組
織
内
議
員
・
協
力
議

員
に
よ
る
政
府
・
国
会
対
策

の
強
化
を
要
請
願
う
。

井上和弥 中央委員

喜
多
方
市
職
労

中
川
健
介
中
央
委
員

　

喜
多
方
市
職
労
で
は
再
任

用
職
員
の
組
織
化
に
つ
い
て

あ
ま
り
進
ま
な
か
っ
た
が
、

役
職
定
年
者
の
組
織
化
に
つ

い
て
、
本
部
段
階
で
納
入
人

員
の
議
論
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤

勉
手
当
を
支
給
す
る
動
き
が

出
て
き
た
こ
と
は
自
治
労
の

取
り
組
み
の
成
果
だ
が
、
先

の
県
本
部
の
大
会
で
は
正
規

職
員
も
含
め
期
末
手
当
で
の

支
給
を
求
め
る
べ
き
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
と
思
う
。
県
本

部
の
見
解
を
改
め
て
お
聞
き

し
た
い
。

　

労
金
運
動
に
つ
い
て
だ

が
、
先
日
、「
自
治
労
福
島

県
本
部
労
金
単
産
推
進
委
員

会
」
か
ら
「
再
任
用
職
員
向

け
商
品
の
ご
案
内
」
と
い
っ

た
通
知
が
発
出
さ
れ
た
。
単

産
推
進
委
員
会
と
い
う
組
織

は
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
県

本
部
と
し
て
積
極
的
な
推

進
、
活
動
の
補
強
を
お
願
い

し
た
い
。

中川健介 中央委員

二
本
松
市
職
労

齋
藤
勝
也
中
央
委
員

　

自
治
労
連
と
の
組
織
競
合

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
新
規

採
用
職
員
14
名
中
13
名
の
自

治
労
加
入
を
勝
ち
取
っ
た
。

今
年
度
も
対
策
に
つ
い
て
議

論
し
て
き
た
が
、
特
に
新
規

採
用
職
員
の
配
属
先
の
仲
間

か
ら
の
声
掛
け
が
効
果
的
だ

と
感
じ
た
。
ま
た
、
本
年
３

月
に
ウ
ェ
ブ
開
催
で
行
わ
れ

た
組
織
競
合
単
組
交
流
集
会

で
得
た
情
報
も
参
考
に
な
っ

た
。
交
流
集
会
が
本
年
福
島

で
対
面
で
開
催
さ
れ
る
の
で

県
本
部
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
い

て
、
２
０
２
０
年
４
月
よ
り

労
使
合
意
の
な
い
ま
ま
、
評

価
結
果
が
勤
勉
手
当
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
全
組
合
員
に

対
す
る
人
事
評
価
制
度
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
職
場
や
業
務
内

容
に
よ
っ
て
評
価
に
バ
ラ
ツ

キ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
今
後
、
改
善
要
求

を
行
う
が
、
県
本
部
か
ら
情

報
提
供
等
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。

齋藤勝也 中央委員

い
わ
き
市
職
連
合

緑
川
和
典
中
央
委
員

　

２
０
２
３
春
闘
に
あ
た

り
、
１
月
に
職
場
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
２
月
の
春
闘
討

論
集
会
で
単
組
の
春
闘
方
針

を
確
認
、
３
月
に
春
闘
独
自

要
求
書
を
提
出
し
、
当
局
か

ら
の
回
答
を
踏
ま
え
、
市
職

労
で
は
５
月
に
団
体
交
渉
を

行
っ
た
。
ま
た
、
補
助
機
関

で
も
組
合
員
の
声
を
も
と
に

交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
で
は

係
長
職
の
格
付
け
改
善
と
再

任
用
職
員
の
賃
金
引
き
上
げ

を
要
求
し
、
今
後
の
協
議
と

検
討
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

７
月
に
は
春
闘
の
報
告
集
会

を
実
施
、
分
散
討
論
集
会
を

行
い
、
組
合
員
の
声
を
集
約

し
た
。
８
月
に
も
職
場
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
秋
季
要

求
・
交
渉
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

新
規
採
用
職
員
の
組
織
化

に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
し

ば
ら
く
行
え
な
か
っ
た
歓
迎

会
を
開
催
し
た
。
今
後
も
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

緑川和典 中央委員

県
職
連
合

大
内
敦
夫
中
央
委
員

　

組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い

て
、
新
規
採
用
職
員
の
組
合

加
入
は
３
割
弱
と
低
迷
し
て

い
る
。
職
場
が
忙
し
く
分
会

長
か
ら
の
声
掛
け
が
少
な
い

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
各
種
事
業
が
行

え
ず
、「
組
合
の
姿
が
見
え

な
い
」
と
の
理
由
で
の
脱
退

も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
若
手
を
対
象
と
し
た
県

職
連
合
の
集
い
を
４
年
ぶ
り

に
開
催
し
た
。
ま
た
、
各
支

部
で
の
歓
迎
会
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、
か
つ
て

の
活
動
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
。
今
後
、
交
渉
等
の
取
り

組
み
も
強
化
し
、
組
合
員
の

目
に
見
え
る
運
動
を
進
め
た

い
。

　

組
織
加
入
県
の
復
活
に
向

け
、
共
済
の
加
入
推
進
に
も

力
を
入
れ
取
り
組
ん
だ
。
35

歳
未
満
の
未
加
入
者
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
、
の
べ
80
日
に

わ
た
り
オ
ル
グ
等
を
行
っ

た
。
２
１
０
件
の
目
標
に
は

及
ば
な
い
が
昨
年
の
80
件
を

大
き
く
上
回
る
１
４
０
件
の

新
規
契
約
を
勝
ち
取
っ
た
。

８
月
に
向
け
、
も
う
ひ
と
頑

張
り
と
思
っ
て
い
る
。

　

プ
ラ
ス
勧
告
も
見
込
ま
れ

る
が
、
財
政
調
整
基
金
も
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
組
織
内

県
議
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て

い
る
。
大
変
厳
し
い
情
勢
だ

が
推
薦
予
定
候
補
者
の
必
勝

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。大内敦夫 中央委員

県内各単組からの中央委員の参加のもと開催された県本部第106回中央委員会

活
発
な
発
言
で
県
本
部
方
針
を
補
強

主
要
議
案
の
提
案
概
要



自　　治　　労　　福　　島　2023年７月31日　№．841� 自 治 労 福 島 県 本 部（2）　

　2023年春、日本中がWBC日本の世界一奪還に沸いた。野球と
わたしについて少し話をさせて頂きます。私が、本格的に野球を
していたのは、中学までそれ以降は、地域の人に誘われ草野球を
楽しんでいました。県に入職すると、職場でソフトボールのチー
ムをつくることに。しかし、チームをつくり登録するには審判２
名が必要ということになり、くじ引きで選ぶことになりました。
　くじ運の悪いわたしが審判資格を取ることになりました。当初
は、地元の試合で審判をするだけでしたが、徐々に諸先輩方から
声を掛けられ、様々な大会にも審判員として行くようになりまし
た。多くの方々にご迷惑をかけたことだろうと思っています。
　今は、年齢には勝てず、子ども（選手）の動きについていくこ
とが大変となり休止状態ですが、子どものプレーする姿を見るの
が好きで、休みであればほとんど子どもの追っかけに県内各地の
球場に足を運ぶ日々を送ると同時に、高校野球の魅力に取りつか
れています。
　高校球児の白球をひたむきに追う姿、野球を観戦し続けていく
と、野球の面白さと共に怖さを知るにつれ、単純なようで難しい
と思いながら、そんな高校野球を観戦している時間が癒しのとき
となっています。
　自分の子ども３人兄弟も野球に打ち込んできましたが、今では
三男だけとなりました。これからも、残り少なくなりましたが、
追っかけを続けていきたいと思う今日この頃です。

自治労福島県本部組織部長

和知　　聡
（県職連合）

〜 私の名刺③ 〜

「野球とわたし」

　

５
単
組
５
名
か
ら
の
発
言

に
対
し
、
執
行
部
か
ら
鈴
木

茂
書
記
長
が
答
弁
し
た
。

役
職
定
年
者
の
組
織
化

　

本
部
が
２
０
２
２
年
度
に

示
し
た
方
針
が
単
組
に
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

お
詫
び
し
た
い
。
昨
日
、
本

部
会
議
で
示
さ
れ
た
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
と
合
わ
せ

て
提
案
し
た
い
。

　

役
職
定
年
者
の
納
入
人
員

に
つ
い
て
本
部
段
階
の
議
論

は
な
い
。
元
々
、
本
部
に
納

入
人
人
員
の
割
り
落
と
し
の

考
え
が
な
い
。
県
本
部
と
し

て
判
断
し
て
き
た
経
過
が
あ

る
。
必
要
が
あ
れ
ば
組
織
財

政
委
員
会
で
も
議
論
す
る
。

退
職
金
課
税
軽
減
措
置

　

終
身
雇
用
が
基
本
の
公
務

労
働
者
に
は
不
利
な
税
制
改

悪
で
あ
り
、
実
現
さ
れ
れ
ば

影
響
が
及
ぶ
の
は
必
至
で
あ

る
。
税
制
改
悪
な
の
で
、
労

使
で
は
解
決
で
き
な
い
。
本

部
を
通
じ
た
意
見
反
映
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
れ
を
機
に

政
治
闘
争
の
必
要
性
を
認
識

し
て
ほ
し
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
支
給

　

県
本
部
の
見
解
だ
が
、
成

績
率
で
格
差
の
付
く
勤
勉
手

当
で
は
な
く
期
末
手
当
を
求

め
る
考
え
が
基
本
な
の
は
変

ら
な
い
。
本
部
も
同
じ
だ

が
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡
か

ら
現
実
的
対
応
と
し
て
勤
勉

手
当
を
求
め
、
法
改
正
を
勝

ち
取
っ
た
。
各
単
組
で
は
年

内
の
条
例
改
正
に
向
け
た
取

り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

労
金
運
動
の
推
進

　

労
金
の
推
進
組
織
に
は
支

店
の
「
推
進
委
員
会
」
の
ほ

か
、
産
別
の
「
単
産
推
進
委

員
会
」
が
あ
る
。「
横
ぐ
し
、

縦
ぐ
し
」
の
取
り
組
み
と
称

さ
れ
る
が
、
今
回
の
再
任
用

向
け
商
品
の
案
内
は
、
自
治

労
と
し
て
取
り
組
ん
だ
方
が

よ
い
と
判
断
し
、
自
治
労
福

島
県
本
部
の
単
産
推
進
委
員

会
が
各
単
組
に
お
願
い
し

た
。
産
別
と
し
て
も
労
金
運

動
を
推
進
し
て
い
く
。

組
織
競
合
対
策

　

14
名
中
13
名
の
自
治
労
加

入
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
に
敬

意
を
表
す
る
。
私
も
知
人
が

二
本
松
市
役
所
に
入
庁
す
る

こ
と
に
な
り
、
自
治
労
へ
の

加
入
を
お
願
い
し
た
。
本
人

は
組
合
が
２
つ
あ
る
こ
と
に

驚
い
て
い
た
。
皆
さ
ん
も
身

近
な
方
が
二
本
松
に
入
庁
す

る
と
き
は
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。
県
本
部
も
交
流
集
会

を
含
め
支
援
し
て
い
く
。

人
事
評
価
制
度

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
納
得
の
い
か

な
い
評
価
結
果
に
対
す
る
組

合
員
の
不
満
で
あ
り
、
そ
れ

を
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

に
な
れ
ば
当
然
、
問
題
と
な

る
。
賃
金
反
映
が
な
け
れ

ば
、
管
理
職
と
の
面
談
の
機

会
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
。
県
本
部
も
情
報
提
供

等
の
支
援
を
す
る
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、

制
度
の
改
善
を
求
め
て
ほ
し

い
。

春
闘
の
取
り
組
み

　

い
わ
き
市
職
連
合
の
春
闘

期
の
取
り
組
み
は
、
ま
さ
し

く
第
15
次
組
強
計
画
討
議
案

を
補
強
す
る
も
の
。
職
場
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
「
組
合
員
の

声
を
聞
く
」
を
実
践
し
、
そ

れ
を
も
と
に
要
求
書
を
作
成

し
、
職
場
の
声
を
交
渉
で
訴

え
、
取
り
組
み
結
果
を
報
告

集
会
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

「
伝
え
る
」
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
。

組
織
強
化
・
拡
大

　

県
職
連
合
、
い
わ
き
市
職

連
合
か
ら
新
規
採
用
職
員
の

組
合
加
入
に
つ
い
て
発
言
を

頂
い
た
。
特
に
、
県
職
連
合

か
ら
は
厳
し
い
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。
一
方
で
、
両
単
組

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
、
歓

迎
会
な
ど
を
再
開
し
た
と
の

前
向
き
な
報
告
も
頂
い
た
。

文
化
・
体
育
活
動
も
大
事
な

取
り
組
み
だ
。
県
本
部
と
し

て
も
、
組
織
強
化
・
拡
大
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

自
治
労
共
済
の
推
進

　

県
職
連
合
の
今
年
の
継
続

募
集
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
ほ
ど
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
、

県
本
部
の
立
場
で
も
理
解
し

て
い
る
。
そ
れ
は
目
標
値
に

達
し
て
い
な
く
て
も
、
昨
年

か
ら
の
数
字
の
伸
び
を
見
れ

ば
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、

組
織
加
入
県
復
活
の
80
％
に

は
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
。
全

単
組
で
そ
の
思
い
を
共
有
願

い
た
い
。政

治
闘
争

　

県
内
自
治
体
職
員
等
の
賃

金
決
定
の
も
と
と
な
る
県
人

勧
の
取
扱
い
を
含
め
、
県
職

員
の
給
与
条
例
は
県
議
会
で

審
議
さ
れ
る
。
県
政
に
私
た

ち
の
声
を
反
映
さ
せ
る
の
は

極
め
て
重
要
。
労
使
を
超
え

た
課
題
も
あ
る
。
県
職
連
合

の
み
な
ら
ず
全
単
組
で
県
本

部
方
針
に
対
す
る
理
解
を
お

願
い
し
た
い
。

　

公
務
員
連
絡
会
は
書
記
長

ク
ラ
ス
交
渉
実
施
日
の
７
月

26
日
を
人
勧
期
第
２
次
全
国

統
一
行
動
日
と
し
、
同
日
、

４
年
ぶ
り
と
な
る
中
央
行
動

を
実
施
。
会
場
と
な
る
日
比

谷
公
園
大
音
楽
堂
に
は
全
国

か
ら
１
５
０
０
人
の
仲
間
が

結
集
。
福
島
県
本
部
か
ら
も

８
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
中
央
総
決
起
集

会
の
後
、
デ
モ
行
進
、
交
渉

支
援
行
動
、
総
括
集
会
の

後
、
散
会
し
た
。
炎
天
下
の

も
と
、
賃
上
げ
に
向
け
た
機

運
を
高
め
る
集
会
と
な
っ
た
。

執
行
部
答
弁

個人賠償責任共済の事故受付専用フリーダイヤルの設置について

　個人賠償における共済事故は対人・対物事案のケースなど、迅速な対応が求められる
ケースがあることから、６月30日から事故受付を行う「事故受付専用フリーダイヤル」
が設置されました。なお、これまで通り単組を通じた事故受付も行います。

　2023春闘総括をまとめた際に、数多くの単組が独自の機
関紙を作成していることに気づきました。機関紙コンクー
ルに参加いただいていない単組も多いようです。今年は、
普段参加していない単組からも応募を頂ければと思い、応
募要件を緩和しました。ふるってご応募ください。
� by　書記長

� ※詳しくは単組宛通知文をご覧ください。

中央行動に参加する
福島県本部の参加者

人
勧
期
中
央
行
動
・
全
国
か
ら
結
集

第34回 機関紙コンクール
に応募してください !!


